




































次に、本種の新規生息地として 2005 年 11 月に宮城
教育大学構内に新造した人工ため池、通称タナゴ池の
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a）シャーレ法では、孵化仔魚を直径 16 cm のガラ
スシャーレに移したのち、インキュベータに収容し




水交換は 1 日 1 回、水温が等しい飼育水を用いて行
い、死骸や成長過程で出た排出物を取り除いた。水質
が悪化した場合はさらに適宜換水を行った。
b）プラスチックチューブ法では、深さ 2 cm の円
錐形の小型プラスチックチューブ（Simport 社、PCR







した 60 cm 水槽を用いた。
以上の方法によって浮上段階にあたる受精後約 18








キュベータ外の水槽（35 cm×25 cm×20 cm）に移
し、以後、人工飼料（テトラフィン , テトラ社）をす


















（自動計測型の水温計（Stow─Away TidbiT Temp 
Logger、TB132─05＋37、Onset Computer 社）で測
定）を計測した。② DO は、DO メータ（ULTRA─
DO METER─UD、CKC 社）を用いて測定した。③
BOD は、採水直後の試料と、それを 20℃のインキュ
ベータ内で 5 日間静置した試料の DO の差により算出
した（アブドラハマン，2001）。④ COD は、過マン
ガン酸カリウム法により処理した試料を、COD 測定
装置（DIGITAL COD METER　HC─120、CKC 社）
により測定した（古口，2005）。⑤ pH は、pH メータ













5 学年の 3 クラスを対象にそれぞれ実施した。その
後、各教室に外部濾過器をセットした 35 cm 水槽を
設置し、各々にアカヒレタビラの 1 年魚 7 尾を収容し
た。また毎日の魚の様子を記録するためのノート記録
を開始した。









2007 年 4 月 16 日および 5 月 28 日に、雌親魚 6 尾
から計 292 粒の成熟卵を得た。このうち 257 粒が孵化
した（孵化率 88％）。
a）シャーレ法では、孵化した仔魚 257 尾のうち
114 尾を飼育し、うち 56 尾（63％）が浮上前（孵化
後 18 日）に達した。また、b）プラスチックチュー







2007 年 7 月 30 日および 8 月 6 日、雌親魚 3 尾から
計 67 粒の成熟卵を得た。このうち 51 粒が孵化した
（孵化率 78％）。
a）シャーレ法では、孵化仔魚 51 尾のうち 15 尾を
飼育し、うち 12 尾（80％）が卵黄吸収を完了した
（図 3）。また、ｂ）プラスチックチューブ法では、孵











2007 年 6 月から 12 月のため池の①水温、② DO、
③ BOD、④ COD、および⑤ pH の変化を図 4 に示し
た。
①水温は、表層が水深 1 m よりも高い値で推移し
た（図 4．a）。特に、8～9 月には温度差が 10℃近く
になることがあった。10 月を過ぎると、その差は徐々
に小さくなった。② DO は、表層が水深 1 m よりも
高く、特に 8 月と 11 月中旬に顕著な差が見られた








時期 0 mg／l を示した。③ BOD は、タナゴやヨシノ
ボリの生息域での基準値はおよそ 3～5 mg／l とされる
（宗宮・津野，1999）。9 月には水深 1 m が 6.3 mg／l、
11 月から 12 月にかけては全層が 4～7 mg／l と高い値
を示した（図．b.2）。④ COD は、基本的には水深
1 m が表層よりも高い値で推移したが、11 月 28 日に
は逆転が見られた（図．b.3）。⑤ pH は、表層が水深

































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
大変もてた もてた どちらでもない あまりもてなかった もてなかった
アカヒレタビラを守る活動をして良かったか。














今後もアカヒレタビラのような生き物 いたら守ってあげたいか 95 5
アカヒレタビラの周りの環境に興味がもてたか。
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8 月と 9 月の採捕調査では、衰弱したアカヒレタビ
ラが見られた。この時期の DO は、水深 1 m 地点で

















11 月下旬には、ため池の両層での BOD と COD の



























































































































間において、2007 年 7 月にブラックバス（オオクチ
バス）の稚魚が 2 尾採捕された。これらがどのような
経緯で本水路に侵入したかは定かではないが、これら
の定着や食害について今後も、調査を行う必要があ
る。
また、本水域では今後も整備や工事などにより生息
環境の改変が起こり得ると予想されるが、アカヒレタ
ビラの生息地として適切な環境が残されることを強く
期待したい。
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